
上田
展示場

デザインも空間も軽やかで上質な

二世帯住宅の新しいモデル

「家に入る」とか「後を継ぐ」というより、

もっとフランクに家族の絆を大切にしたいから、

一緒に暮らそうと考える親子世代の要望に応えました。

無垢材や自然素材を使っているのに垢抜けていて、

二世帯双方に好まれるデザインと空間。

リビングを２つ設けたこともポイントです。

U E D A

延床面積............

1F面積..................

2F面積..................

170.71㎡
102.44㎡
68.27㎡

（51.64坪）
（30.99坪）
（20.65坪）

2F

1F

所在地／上田市上田蛇沢1360-1 
　　　　SBC上田ハウジングパーク内
TEL／0268-75-0651
営業日／土・日・祝　※平日の見学希望はお問合せください。
営業時間／10:00～18:00

カーナビ施設検索

「SBC上田ハウジングパーク」

DATA

CONCEPT

PLAN

北側が正面の顔になるのは、この展示場だけ。
のっぺりとした外観にならないよう窓を贅沢に配
置し、写り込む障子の影まで美しく映えるよう計
算されたファサード。軽やかな佇まいとするため
に、通常は一枚の幕板を三枚重ねて細く見える
視覚効果を狙い、軒裏天井と外壁の間は目透か
しで納めました。
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新田

住吉中央北

中央東

国分西中央一丁目

国分一丁目

上信越自動車道
至上越

TSUTAYA ツルヤ
上田
菅平IC

至長野 上田バイパス
洋服の青山

ヤマダ電機上田城跡
公園
上田市役所

北陸新幹線

しなの鉄道
上田駅

上田橋
至青木

上田電鉄
別所線 常田新橋

千曲川
小牧橋

上田展示場

長野中央展示場に続き、工房信州の家では二棟目の展示場
設計。いい家に欠かせないものとして、「いい関係の向こう三
間両隣り」を提唱し、街づくりへの造詣も深い。

設計

田中敏溥さん

応接スペースとしても使える火のサロン

大きなガラス面に炎が美しい
デザイナーズストーブ広い洗面とWICがまとまり

大家族に嬉しい設計

1階も2階も見渡せる踊り場書院

2階のサブリビングには
タイル張りのおしゃれなキッチン

玄関からつながる
土間サロン

大人数でも使いやすい
セパレート型キッチン

上下分離二世帯住宅

両親室

家族と街や人、自然との

コミュニケーションが豊かになる

土間サロンは、その家と家族が

外に向けて開く窓のようなもの。

そこから、まぶしい緑を渡った風が入り、

昔の家の縁側みたいに、

回覧板を届けに来たご近所さんとの会話が弾み、

そして、ランドセルに今日一日分の嬉しさも詰めて

子どもたちが帰ってきます。

つくりつけベンチに深く腰掛け、大理石の炉台に据えた北欧デンマークデザ
インの薪ストーブHWAM（ワム）の優雅な炎を愉しむ、という時間を満喫す
るための「火のサロン」。家族のくつろぎの時間はもちろん、玄関脇に位置し
応接スペースとしても重宝。吹抜けに浮かぶ踊り場書院は、憧れの書斎を
個室として独立させるのではなく、家族空間にあいまいにつなげる仕掛け。
一階も二階も一望できる、この家の特等席。

上田展示場

天井高を抑えた、落ち着きあるベッドルーム。家全体に障子を多用し、建具の美しさ
も見どころ。余分なものを一切見せない高い意匠性にこだわった設計で、窓の納まり
だけで図面は９枚にも及んだ。窓枠の縁も、戸袋も、その存在を感じさせないすっき
りとした空間デザインで、窓を開けても閉めても変わらず、美しい。
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松本
展示場

信州の田舎の旧家を思わせる

落ち着きある二 世 帯 住 宅

住まいに風格や落ち着きを求める世代にぜひご覧いただきたい展示場です。

太鼓梁など木組みがどっしりとした趣をつくる室内、

信州の伸びやかな景観に似合う瓦の大屋根、

どこか田舎の旧家を思わせる落ち着きがあります。

子や孫へ伝えたいことを、共に暮らしながら表すことができる

そんな住まいを目指しました。

M A T S U M O T O

延床面積............

1F面積..................

2F面積..................

186.45㎡
132.63㎡
53.82㎡

（56.40坪）
（40.12坪）
（16.28坪）

2F

1F

おもてなし空間としての

文化度も意識して

文化と伝統のある、城下町松本。

こうした環境を意識して、

土間サロンには水屋を設けました。

棚にはお気に入りの茶器を置き、お客様がいらしたら、

お点前でおもてなししてはいかがでしょう。

そうしたおもてなしの心は、

背筋を伸ばして、折り目正しく生きる暮らしにも

つながると思います。

土・消石灰・にがりの三種を叩き締めて、化学反応で
硬化させた「三和土（たたき）」の土間。しっとりと上質
な趣ある土間空間が、石畳やコケのある和の庭によく
似合う。薪ストーブは煙突を床下へ分岐し、暖気を循
環させ両親室まであたためる工夫も。

一階も、二階も、個室からも、
木組みの架構を存分に味わ
う空間設計。二階の共有スペ
ースから吹抜けにかけては大
屋根の勾配に沿って低い位
置に構造体が現れ、太鼓梁を
間近に見、手で触れて味わう
ことも出来る。

DATA

CONCEPT

PLAN

城下町・松本の伝統ある街並みに似合うよう意匠
を凝らしました。松本城の黒漆の外壁をイメージし
た板張りや、茶道の小笠原流に敬意をはらった水
屋、重厚な佇まいを演出する瓦屋根など。田舎の旧
家を彷彿とさせながら、快適な現代ライフとの調和
を目指しています。

1953年埼玉県生まれ。88年に一級建築士事務所小林一
元建築設計室を設立。飯田市の大平宿修復などに携わ
る。木組みの美しさを活かす建築手法に定評がある。

設計

小林一元さん

太鼓梁を渡した小屋吹抜けと坪庭を望む座の間

家事を楽にする
プライベート動線

玄関、サロンの
三和土仕上げ

お茶を楽しむ土間サロンの水屋
開いているのに落ち着くオーディオコーナー

松本展示場

共有二世帯住宅

両親室

幅3ｍのワイドな木製キッチン

ブラックスチールの炉台と
艶のあるセコイアの薪ストーブ

所在地／松本市県1-1-7
　　　　松本住宅公園内
TEL／0263-31-5504
営業日／月・木～日・祝
営業時間／10:00～18:00

カーナビ施設検索

「松本住宅公園」

こちらの展示場は、2022年3月で閉展致します。
新しい松本展示場については、ホームページをご覧ください。
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